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研究会報告
をとったときにのみ起こると考える｡ミオグロビンは複雑な原子のネットワークでコ
ンパクトに折り畳まれている｡一方､PVAはホモポリマ⊥であるから原子のネット
ワークは単純であるが､その鎖は複雑に絡み合った状態になっている｡それ故､この
ダイナミクスはこれらの構造の揺らぎのための有望なモデルと考えられる｡
次に､系がこのダイナミクスに従うならば緩和過程の温度変化はどうなるのかを考
えてみる｡温度が上昇すると原子のグループの揺らぎは当然大きくなり､そのグルー
プより大きな階層の緩和のための配置が実現され易くなるはずである｡逆に､低い温
度ではそういう配置をなかなか実現できない｡つまり､ある温度ではある階層までの
緩和が完了し､それより上位の階層の緩和は観測の時間スケール内に起こらない｡そ
して､温度が上昇しある温度に達すると次の階層の緩和が起こる｡これは温度に依存
した部分的な緩和に対応すると考えられる｡それぞれの温度で緩和が時間分解能以内
に起こるならば､･実験結果は良く説明できる｡
今回の結果は､これらの試料だけでなく､複雑な系固有の構造の揺らぎの特徴を示
すものと考えている｡
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